
建物外回りＱＬデッキスパン方向 左図円部詳細ａ部 ａ部ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨（Ｓ）梁 鉄筋コンクリート（ＲＣ）梁・鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ）梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、（社）日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ（一社）日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　２０１８」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※２１５０

耐火補強筋
２スパン ２スパン １スパン １スパン １スパン １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支 持 梁 ：鉄骨（Ｓ）梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート（ＲＣ）梁又は鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ）梁、小梁：鉄骨（Ｓ）梁 クローサーｂ
２コンクリート：設計基準強度１８Ｎ／ｍｍ　以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種・２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋 内部大梁、小梁ＱＬデッキスパン方向 建物外回りＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン １スパン耐 火 時 間 コンクリート種類 　品　　名　 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 外
周
部

大
梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３．０ｍ 以下 算出式 注５）Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ以上 φ６－１５０ｘ１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３．４ｍ 以下 算出式 注５）Ｂ 参照 ｃＣ
床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ ２４，４００Ｎ／ｍ　以下３．６ｍ 以下 ９０ｍｍ以上 φ６－１００ｘ１００ 注２） Ｇ外周部大梁 大梁ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５ ｅ

ＱＬ９９－５０ ３．０ｍ 以下 算出式 注５）Ａ 参照 ４
０

※２軽量コンクリート ８０ｍｍ以上 φ６－１５０ｘ１５０
※２耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３．４ｍ 以下 算出式 注５）Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２．７ｍ 以下 ９５ｍｍ以上 算出式 注５）Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００ｘ１００普通コンクリート 溶接金網３．４ｍ 以下 ９０ｍｍ以上 算出式 注５）Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁２ 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５，４００Ｎ／ｍ　以下３．６ｍ 以下 ９５ｍｍ以上 Ｄ１０－＠２００ 注２） 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７ ２．７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５）Ａ 参照
８５ｍｍ以上 φ６－１００ｘ１００ ブラケット支持建物内部大梁ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５）Ｂ 参照３．４ｍ 以下

ＱＬ９９－７５ ２ アークスポット溶接又は注２）３．６ｍ 以下 ９０ｍｍ以上 Ｄ１０－＠２００ ５，４００Ｎ／ｍ　以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲＠６００以下φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※１ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※１※１ ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※１梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１．０ｍ 梁耐火被覆梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３
０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※２ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０ ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ ＱＬデッキを離した場合ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを連続にした場合 梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ・Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※１ 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ
クローサー

柱廻り納まり 柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部
※２

２ すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支 持 梁 ：鉄骨（Ｓ）梁　 コンクリート：設計基準強度１８Ｎ／ｍｍ　以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種・２種）
φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋 ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００） ３０ｍｍのみ込み ＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 ２００ｍｍ以下※１※１耐 火 時 間 コンクリート種類 　品　　名　 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※１すみ肉溶接ＱＬ９９－５０２．７ｍ 以下 算出式注５）Ａ 参照
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式注５）Ｂ 参照ＱＬ９９－７５３．４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０ｘ１５０８０ｍｍ以上 フラッシングＦＰ０６０ＦＬ－９１０１ ＱＬ９９－５０２．７ｍ 以下 算出式注５）Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５３．４ｍ 以下 算出式注５）Ｂ 参照 梁継手部ＱＬデッキスパン方向 梁継手部ＱＬデッキ幅方向 柱廻り 小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 ＱＬデッキ端部 １０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０２．７ｍ 以下 ９５ｍｍ以上 算出式注５）Ａ 参照 コンクリート止め木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート ＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５３．４ｍ 以下 ９０ｍｍ以上 算出式注５）Ｂ 参照

φ６－１００ｘ１００ 現場切断（ＱＬデッキ）
柱ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３ ＱＬ９９－５０２．７ｍ 以下 算出式注５）Ａ 参照

軽量コンクリート ８５ｍｍ以上
ＱＬ９９－７５３．４ｍ 以下 算出式注５）Ｂ 参照

１）開口がφ１５０程度の場合
２支持梁：鉄筋コンクリート（ＲＣ）梁又は鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ）梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ／ｍｍ　以上の普通コンクリート 　　Ａ）開口間隔≧３×開口径 Ｂ）開口間隔＜３×開口径耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※３溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間 コンクリート種類 　品　　名　 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重
※１ クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ

梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下ＱＬデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０２．７ｍ 以下 算出式注５）Ａ 参照床、１時間耐火
φ６－１５０ｘ１５０普通コンクリート ８０ｍｍ以上 （ＡＰＷの場合ＦＢ６５×９等） 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１ ＱＬ９９－７５３．４ｍ 以下 算出式注５）Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０２．７ｍ 以下 ９５ｍｍ以上 算出式注５）Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００ｘ１００
耐力補強筋２）に準ずＦＰ１２０ＦＬ－９１１３ ＱＬ９９－７５３．４ｍ 以下 ９０ｍｍ以上 算出式注５）Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ：６００ｍｍ以下 Ｌ：９００ｍｍ程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａｔ＝耐火補強筋Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆｔ・ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網３

０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ１ ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。 開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａｄ又はａｔの大きい方３
０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋Ｄ１３ ２１５０ １５０ 耐火補強筋ａｄ＝１．２７×（１＋ｎ／２）ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ（単純支持）３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋Ｄ１３ ２ＱＬデッキ 耐力補強筋ａｔ＝Ｍ／（ｆｔ×ｊ）ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３ 、ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ＱＬデッキスパン スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ（単純支持） ３）ｗ＞溶接金網の重ね代Ｌ１：１メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３．４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６－１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６－１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０・Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆 梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ２ ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０ ８５０ ＬＱＬ９９－５０ ＱＬ９９－７５ ８５０ １５０ＱＬデッキ（連続支持） Ｄ１３、長さ１．０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０ ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ ２２．７ ２ ３．４Ｗ＝５，４００ｘ（　　　）　かつ９，８００Ｎ／ｍ　以下 Ｗ＝５，４００ｘ（　　　）　かつ９，８００Ｎ／ｍ　以下

８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁 鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重（仕上げ荷重も含む）から床荷重（デッキプレートとコンクリートの自重）を差し引いた値を示します。小梁上（リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上（リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン スパン異形鉄筋Ｄ１０－＠２００以下 ４
０

（連続支持）付帯条件 スペーサー＠１．０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ２：ＪＡＳＳ　５による連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔（スパン比３：２を超えない程度　） ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Ｆｃ１８　ＳＤ２９５の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１．５ＱａＡｗ　＝　　　　　　×１０００ｍｍかつ６００ｍｍ以下
ＤＱ

Ｑａ：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａｗ 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ．Ｐ．Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力（Ｎ／ｍ）Ｄ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号（平成１４年４月１６日制定）及び国土交通省告示第６０６号（平成１９年６月２０日改正）の　　施工は、ＪＡＳＳ６「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　　　　　Ｑａ　（Ｎ）Ａｗ：焼抜き栓溶接ピッチ ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　第２接合ハ（４）焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記１）または２）の方法で電流値をチェックする。１．２　 　　　４，９００ 　　数（５～１０枚）ごとに仮止め溶接する。 　　日本ヒルティ（株） 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 １）　検流計での計測敷込み仮止め溶接
１．６　７，３５０（ＳＰＷ）、６，８６０（Ａ．Ｐ．Ｗ） ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡｗ　＝（　　　　）ｍｍ ２）　溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ２アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ．Ｐ．Ｗ］　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３ｍｍに保持し、１０ｍｍ程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 ＱＬデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３ｍｍであること。工　　程 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ．Ｐ．Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 ＱＬデッキを梁になじませ（隙間２ｍｍ以下）溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１．２ｍｍ（２）溶接棒　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１ アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 ＱＬデッキに垂直にしてアークを発生させる。ＪＩＳ　Ｚ　３２１１のＥ４３１６、Ｅ４９１６　に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） １）　溶接箇所の確認　　２）　焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４ｍｍφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり１３
．５

３）　標準余盛り径　ＳＰＷ；１８ｍｍ以上　Ａ．Ｐ．Ｗ；２５ｍｍ±３ＱＬデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２　　ＱＬデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径１０ｍｍ弱で”の”の字を描いてＱＬデッキを焼抜く。　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３．０～４．０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６ｍｍ以上 １．２ｍｍ４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３．０～４．０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３ 押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ（標準２１０Ａ） なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３．５～４．５×１度打ち１）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １．６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きＪＩＳ　Ｚ　３８０１、ＪＩＳ　Ｚ　３８４１　における基本級の有資格者２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４．０～４．５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４ 整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１．デッキプレート　板厚１．２、１．６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 （１）ＱＬデッキ相互の嵌合状況　（２）ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　（３）開口部の補強状況コンクリート打設 　　ｍｍあることを確認する。 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ（標準）の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２．ＣＯ２ガス流量：２０㍑／分以上

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－５０ （単位：ｍ）（単位：ｍ） Ｓ造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） コンクリート厚（ｍｍ） １００１００ ６０ ７０ ８０ ９０６０ ７０ ８０ ９０コンクリート厚（ｍｍ）
板厚（ｍｍ） 板厚（ｍｍ）１．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６ １．６１．２ １．２ １．２ １．２ １．２ １．２ １．２ １．２ １．２ １．２ 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量２４．０ｋＮ／㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

３．３７２．５４ ３．６１ ３．５５ ３．４８ ３．４２２．７５ ２．６９ ２．６４ ２．５９ ３．０７２．３３ ３．３１ ３．２４ ３．１８ ３．１３２．５２ ２．４７ ２．４２ ２．３７ 単純（内法）単純（内法）
スパン（３．３７）（２．５４） （３．６１） （３．５５） （３．４８） （３．４２）（２．７５） （２．６９） （２．６４） （２．５９） （３．０７）（２．３３） （３．３１） （３．２４） （３．１８） （３．１３）（２．５２） （２．４７） （２．４２） （２．３７）表面処理が亜鉛めっきの場合

４．０７３．４１ ４．３０ ４．２４ ４．１８ ４．１３３．６７ ３．６１ ３．５４ ３．４７ ３．７３３．１２ ４．０２ ３．９６ ３．９１ ３．８３３．３８ ３．３１ ３．２４ ３．１８注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
（４．０７）（３．４１） （４．３０） （４．２４） （４．１８） （４．１３）（３．６７） （３．６１） （３．５４） （３．４７） （３．４９）（３．０７） （３．８９） （３．７８） （３．６７） （３．５８）（３．３８） （３．３１） （３．２４） （３．１５）

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 ３．８３３．１５ ４．０５ ３．９９ ３．９３ ３．８８３．４０ ３．３３ ３．２６ ３．２０ ３．５８２．８８ ３．７８ ３．７３ ３．６８ ３．６３３．１２ ３．０５ ２．９９ ２．９３ スパン スパン３連続３連続 その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』（技術資料ＣＡＤデータ収録）を参照下さい。（３．８３）（３．１５） （４．０５） （３．９９） （３．９３） （３．８８）（３．４０） （３．３３） （３．２６） （３．２０） （３．５８）（２．８８） （３．７８） （３．７３） （３．６８） （３．６３）（３．１２） （３．０５） （２．９９） （２．９３）

デッキプレートと梁の納まり〔ＲＣ・ＳＲＣ梁〕標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔Ｓ梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

アクセサリー

用

材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚（ｍｍ）

端部加工

＊１□裏面防錆処理（一次塗装）　ＱＬプライマー（Ｐ）

□亜鉛めっき ［　□Ｚ１２ □Ｚ２７　］□１．２
□ＪＦＥエコカ゛ル（高耐食溶融めっき鋼板）　 ［　□Ｙ１８　　　□Ｙ２７　］□１．６
□その他（ ）　□無し

　材　　質　　　ＪＩＳＧ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
＊１　現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳＫ ５６２１２種または３種相当）

材料／コンクリート
種 類 □普通コンクリート □軽量コンクリート［　□１種 □２種　］

２設 計 基 準 強 度 □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ
厚さ（ＱＬデッキ山上） □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋
□φ６－７５×７５ □φ６－１５０×１５０□ 溶 接 金 網 ＪＩＳＧ ３５５１ ＊２□φ６－１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０－１５０×１５０
ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７□ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０－２００×２００ □（　　　　　　　　　　）
ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３－＠３００

＊２　線形６㎜以上を用いたもの
接　　　合

ＪＩＳ　Ｂ　１１９８ □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド ＊３（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による
□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

＊３　最小長さはデッキ高さ＋３０㎜以上とする

耐　　　火
テ゛ッキフ゜レート 耐火区分 支持条件 コンクリート種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通／軽量

単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

□指定なし □（　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無 その他：

□ 無 □ 有

上欄内の採用項目に　レ　を記して下さい。□

耐火補強筋

２０２１／７／０１

６００

□

□　無し

エンクロ有り
－
－

［ ＦＰ６０ＦＬ－９０９５，９１０１，ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７，９１１３耐火認定 ］

耐火仕様①

認証取得］［ＩＳＯ　９００１

□　ＱＬ９９

□　ＱＬ９９

５０

７５

ＱＬ９９－５０
ＱＬ９９－７５

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ｎ：ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１ ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３ の耐火仕様で

の場合６００ｍｍ

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。
Ａ．Ｐ．Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

Ｃ）開口が連続している場合
連続する開口の開口群
見なし、その開口部の大きさにより、
２）又は

（仮想開口）と

３）に準じて補強を行う

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

■

■

■

■ ■

■

■ ■

■

■

■ ■

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

設計・施工標準
ＱＬデッキ合成スラブ

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－０１１

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第

スラリー系機械攪拌式
ブロック状地盤改良工法
特記仕様書

号

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－０１２

支持層　：シルト質砂礫、シルト混じり砂

＜推定配合量＞

固化材

Ｖｄ　　　　　＝　　　　２５　％

Ｆｃ　　　　＝　　９００　ｋＮ／ｍ２

Ｗ／Ｃ　＝　　　　　％　，　 （Ｃ）＝　　　　　ｋｇ／ｍ３

支持層の確認

ＸＬ：合格判定値

ｋａ：合格判定係数

測定結果は工事報告書に添付する。

改良体の攪拌混合度を確認するために実施する。

掘削時に所定深度でサンプリングを行い、土質柱状図、土質サンプルと照合して確認する。

所定深度まで掘削時に支持層を確認する。

σｄ：標準偏差

Ｆｃ：設計基準強度

Ｖｄ：変動係数（２５％）

Ｘｎ：Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値

１

１．７１．９

２ ３

１．６

４～６

１．５

９～

１．３

７～ ８

１．４

抜取箇所数Ｎ

合格判定係数ｋａ

Ｘｎ≧ＸＬ＝Ｆｃ＋ｋａ・σｄ＝Ｆｃ＋ｋａ｛Ｆｃ・ Ｖｄ／（１－１．３Ｖｄ）｝

高炉セメントＢ種

⑤　試験結果を室内配合試験報告書にまとめて提出し、監督員の承認を得る。

本工事に使用する工法は「　エルマッドＳ工法　」同等とする。（建設技術性能証明取得工法）

・変動係数

・設計基準強度

特殊土用固化材（六価クロム対応品）

高有機質土用固化材

頭部サンプラーにより採取

撹拌バケット

モールドコア供試体は５０φ×１００Ｈ　とする。

①　工事目的

②　工事概要

③　計画・設計の条件

④　施工計画（施工機械・作業計画・材料計画・工程計画）

⑤　施工管理計画

⑥　品質管理計画

⑦　安全管理計画

⑧　技術資料

⑨　その他

本地業は、本特記仕様書によるほか下記を参考とする。

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」：（財）日本建築センター

「建築基礎構造設計指針」：日本建築学会

本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、ブロック状の均質な

地盤改良体を築造する工法である。

６．　施工要領

７．　施工管理項目

８．　品質管理

スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法 特記仕様書
９．　報告書

①　施工管理記録

②　工事写真

③　品質検査結果

④　材料出荷証明

工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。

改良体の強度確認

検査手法Ａによる品質検査とし、材令２８日の平均強度が合格判定値を上回ることを確認する。

電気比抵抗値測定

で測定する。

基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は別途検討する。

②　改良範囲の確認

①　施工位置の確認

③　支持地盤までの掘削

①　改良面積

②　掘削深さ

③　支持層

④　掘削精度

⑤　改良体積

⑦　固化材液の積算流量

⑧　電気比抵抗値

⑨　施工天端

⑥　混合ローターの積算羽根切回数 （１０００回 ／ｍ３）、攪拌混合度

合格判定値を下回る場合は、その原因を調査して監督員と協議のうえ適切な処置を施す。

採取頻度は検査対象１５０ｍ３当りに１回とする。

採取には頭部サンプラーを使用する。

改良体より採取したモールドコア供試体による一軸圧縮試験を行う。

④　改良幅・改良深さの計測

⑤　計測初期値セット

⑥　固化材液と土を攪拌混合

⑦　電気比抵抗値の測定（混合土のモニタリング）

⑧　改良天端レベルの調整

バケット先端に取り付けた電気比抵抗センサーにより、改良体中の電気比抵抗値をリアルタイム

５．　配合計画

４．　施工計画

３．　特記事項

２．　一般事項

１．　工法概要

改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況により設計仕様

室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い配合を決定する。

を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けて変更することができる。

・固化材の種類　　　

・粉砕混合方式　　　

・供試体の採取方法　

・工事業者　　　　　 専門業者による責任施工

①　土質分析 （単位体積重量・含水費・粒度組成）

③　一軸圧縮試験 （材令７日）

④　六価クロム溶出試験

②　試験練り（ＪＧＳ　０８２１－２０００に準拠）

工事に先だち下記事項を記載した施工要領書を監督員に提出し承諾を受ける。

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図
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▽１ＦＬ
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▽ＢＭ

▽１ＦＬ

▽ＢＭ

▽１ＦＬ

▽ＢＭ

▽１ＦＬ

▽ＢＭ

△想定改良底

△想定改良底

▽１ＦＬ

▽ＢＭ

▽１ＦＬ

▽ＢＭ

△想定改良底

▽１ＦＬ

▽ＢＭ

▽１ＦＬ

▽ＢＭ

△想定改良底

既存№４ボーリング名　

標準貫入試験
層
厚
ｍ

深
度
ｍ

土質区分

▽孔口標高＝ＢＭ＋０．４９３ｍ＝１ＦＬ＋０．０３３ｍ

ＢＭ＝７６９．４０ｍ
１ＦＬ＝７６９．８６ｍ＝ＢＭ＋０．４６ｍ

１

２

３
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５

６

７

８

６０５０４０３０２０１０

９

深度

Ｎ値

Ｎ値

既存№３ボーリング名

標準貫入試験
層
厚
ｍ

深
度
ｍ

土質区分

▽孔口標高＝ＢＭ＋０．１２２ｍ＝１ＦＬ－０．３３８ｍ

ＢＭ＝７６９．４０ｍ
１ＦＬ＝７６９．８６ｍ＝ＢＭ＋０．４６ｍ

１
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建物東側

Ｎ値

既存№８ボーリング名

標準貫入試験
層
厚
ｍ

深
度
ｍ

土質区分

▽孔口標高＝ＢＭ＋０．０９９ｍ＝１ＦＬ－０．３６１ｍ

ＢＭ＝７６９．４０ｍ
１ＦＬ＝７６９．８６ｍ＝ＢＭ＋０．４６ｍ
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№３ボーリング名

標準貫入試験
層
厚
ｍ

深
度
ｍ

土質区分

▽孔口標高＝ＢＭ－０．０４０ｍ＝１ＦＬ－０．５００ｍ

ＢＭ＝７６９．４０ｍ
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既存№７ボーリング名

標準貫入試験
層
厚
ｍ

深
度
ｍ

土質区分

▽孔口標高＝ＢＭ＋０．３２９ｍ＝１ＦＬ－０．１３１ｍ

ＢＭ＝７６９．４０ｍ
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Ｎ値

ボーリング配置図 Ｓ＝１／２５０
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盛　土

玉石混じり砂礫

シルト混じり砂礫

盛　土
（礫混じり粘土質シルト）

シルト混じり砂礫
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砂質シルト

シルト混じり砂礫

盛　土

粘土質シルト
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ブロック改良
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　厚＝
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ブロック改良
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　厚＝

１ＦＬ－６０００
３８００

ブロック改良

１ＦＬ－６０００
３８００

下端＝

　厚＝

ブロック改良
下端＝

　厚＝
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図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

ボーリング柱状図

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ａ１：１／１００，Ａ３：１／２００

Ｓ－０１３

既存 Ｎｏ．３

Ｎｏ．３

既存 Ｎｏ．４

既存 Ｎｏ．７

既存 Ｎｏ．８

想定改良下端＝

想定改良下端＝１ＦＬ－６０００
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５２，３００

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



共 通事 項 特記無き限り下記による。

改良天端＝

想定改良下端＝

想定改良厚＝

１ＦＬ－２２００

１ＦＬ－４５００

２３００

改良天端＝

想定改良厚＝

１ＦＬ－２２００

想定改良下端＝

＊改良下端、改良厚は想定とし、試掘により最終決定する。

　　　は、ボーリング位置を示す。

基礎下から支持層までは地盤改良とし、地盤改良仕様は別記による。

１ＦＬ－６０００

３８００

　　　　　　　　（既存基礎は解体工事にて解体済み。）

　　　　　　　　基礎を示す。

　　　　　　　　基礎下地盤改良部を示し、改良範囲は基礎面＋２００以上とする。

　　　　　　　　既存基礎、既存杭を示す。

　　　　　　　　地盤改良施工時に掘削孔に露出している既存杭は撤去する。（改良体内に既存杭を残さない。）

　　　　　　　　撤去杭：ＰＣ杭　３５０φ　撤去長さ＝地盤改良厚
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深層混合処理工法（深層改良）基礎下地盤改良仕様
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Ｙ７

Ｙ８Ｙ８

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０Ｘ１

ＫＮ／㎡

工法は「スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法」とする。

改良後の基礎下単位面積当たり長期設計支持力度：

日本建築センター建設技術審査証明を取得した工法（エルマットＳ工法同等）とする。

固化材の配合量は、現地土による強度試験により決定する。

工法、配合量等の決定には、監理者の承認を必要とする。

２５０

支持層の選定、改良深度等の決定は、試掘により監督員と協議して決定する。

改良体の設計基準強度は、Ｆｃ＝９００ｋＮ／㎡とする。（想定）

＊地盤改良厚によりラップルコンクリートとする場合は監理者と協議する。

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

地盤改良伏図

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－０１４

Ａ１：１／１００，Ａ３：１／２００

Ｆ４

Ｆ２ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ３
Ｆ２

Ｆ４

Ｆ４

Ｆ２ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ１

Ｆ４ Ｆ４
Ｆ２

Ｆ３

Ｆ２

Ｆ４ Ｆ４

Ｆ２

Ｆ１

Ｆ８

Ｆ１
Ｆ２

Ｆ２Ｆ１Ｆ１

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ６

Ｆ７

Ｆ６

Ｆ２

Ｆ７

Ｆ３

Ｆ５Ｆ５

Ｆ４

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ２

Ｆ４

Ｆ８

Ｆ

既存 Ｎｏ．８

Ｎｏ．３

既存

既存 Ｎｏ．３

Ｎｏ．４

既存 Ｎｏ．７

既存建物杭を示す。

既存建物基礎フーチング（解体済）を示す。

既存建物杭を示す。

既存建物基礎フーチング（解体済）を示す。

既存建物杭を示す。

既存建物基礎フーチング（解体済）を示す。

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



共 通事 項 特記無き限り下記による。

特記無き基礎下端は１ＦＬ－２１５０とする。

　　　は基礎芯を示し、特記無き基礎芯は通り芯とする。

　　　は、ボーリング位置を示す。

　　　　　　は、ピット内釜場を示す。

　　　　　　は、ピット内小梁をす。

　　　　　　は、小梁下からピット底版までの増打ちをす。

基礎下が支持地盤とならない場合の基礎下は地盤改良とする。地盤改良が不要の場合の基礎下は砕石地業ｔ１００とする。

基礎設計用長期許容支持力度は　２５０ｋＮ／㎡　とする。（地盤改良後）

　　　　　　は、配管ピット底版、ＦＳ２を示し、構造天端＝１ＦＬ－１９００の上勾配用増打ちとする。
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Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０Ｘ１

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

基 礎 伏 図

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。
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Ｆ４

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ１ Ｆ１

Ｆ５ Ｆ５

Ｆ６

Ｆ６

Ｆ７

Ｆ７

Ｆ１

Ｆ８

Ｆ４

Ｆ８

Ｆ２

Ｆ３

Ｆ４

Ｆ１

基礎符号 基礎寸法

２７００ｘ２７００

２３００ｘ２３００

１８００ｘ１８００

１８００ｘ１２００

１６００ｘ１６００

１３００ｘ１３００

３０００ｘ３０００

Ｆ５

Ｆ６

Ｆ７

ＦＣ１

ＦＣ１．２．４．５．Ａ

ＦＣ１．３．４．Ａ

ＦＣ２．４．Ａ．Ｃ

ＦＣ６

ＦＣＢ

ＦＣＢ

基礎柱符号

１２００ｘ１２００ ＦＣＤ

基礎柱断面

７５０ｘ７５０

７００ｘ７００

７００ｘ７００

６００ｘ６００

△

△

△

△

ＥＭ３５０－８－３０

ＥＭ３５０－８－３０

ＥＭ３５０－８－３０

ＥＢ３５０－８－３０

ＥＢ３５０－８－３０

ＥＢ３５０－８－３０

ＥＢ３５０－８－３０

ＥＢ３５０－８－３０

ＥＭ３００－４－３０

ＥＭ３００－４－３０

ＥＭ２５０－４－２４

鉄骨柱脚

Ｆ８

既存 Ｎｏ．８

Ｎｏ．３

既存

既存

既存 Ｎｏ．３

Ｎｏ．４

Ｎｏ．７

滑り台基礎

ＥＶピット １ＦＬ－１３００

ＤＷピット

１ＦＬ－７５０

＊
屋外階段基礎

＊

＊滑り台基礎、屋外階段基礎下端＝ＧＬ－８００

基礎下支持力度５０ＫＮ／㎡以上とし

十分な締固めを施し、必要に応じて

セメント系固化材を混入させる。

ＦＳ１

ＦＳ１

ＦＣ１ＦＣ１ＦＣ１ＦＣＡ

ＦＣ２ ＦＣ２

ＦＣＡ

ＦＣＢ

ＦＣＢ

ＦＣ３

ＦＣ５

ＦＣ５

ＦＣ１

ＦＣ３

ＦＣ６ＦＣ６

ＦＣ４

ＦＣ４ ＦＣ５
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ＦＣ１ ＦＣ１ ＦＣＡＦＣ１ＦＣ１ＦＣ２ＦＣ２

ＦＣＣ

ＦＣＤ

ＦＣＤ

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



ＥＬＶ

共 通事 項 特記無き限り下記による。

【床 】

：

　　　　　　は、構造土間スラブを示し、特記無きはＤＳ１とする。

特記無き、基礎柱・梁天端レベルは、１ＦＬ－３５０とする。

（　　）内は、梁天端の１ＦＬからのレベルを示す。

　　　　　　は、建物外土間コンクリートを示し、特記無きはＤ１とする。

　　　　　　は、配管ピット上スラブを示し特記無きはＳ１とする。（基礎伏図参）

　　　　　　は外壁下ＲＣ立ち上がりを示し、ｔ＝１５０を示す。

　　　　　　は柱芯を示し、特記無き基礎芯は通り芯とする。

　　　　　　は床コンクリート天端の１ＦＬからの寸法を示し

　　　　　　特記無きは１ＦＬ－１００とする。 　　　　　　は排水溝、排水桝を示す。　　

　　　　　　は床点検口を示す。

下記建物外基礎は意匠図による。
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図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

１ 階 伏 図

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。
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０

３５
０

インター
ロッキング敷

１Ｆ立ち上がりより上

ＥＸＰ．Ｊ　１５０
接続部土間、ＤＳ１引き通し

接続部：エラスタイト目地１０

サッシ芯

＊ササラ受け補強筋

＊ササラ受け補強筋

Ｄ１３　Ｌ＝２０００　＠２００　２本
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必要に応じてセメント系固化材を混入させる。

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２
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工事名
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符　号

断　面

鉄骨柱脚

主　筋

ハイベースＮＥＯ ハイベースＮＥＯ

Ｓ＝１／３０　　基礎柱リスト　　　　

ＦＣ１．２．３．４．５．６ ＦＣＢ

ＥＭ３５０－８－３０ＥＢ３５０－８－３０

ハイベースＮＥＯ

ＥＭ３００－４－３０

ＦＣＤ

　－　Ｄ１６ ２２ 　－　Ｄ１６ ２２ 　－　 １９Ｄ１２ 　－　 １９８ Ｄ

フック無し フック無し

ＦＣＡ．ＦＣＣ

ハイベースＮＥＯ

ＥＭ２５０－４－２４

符号 位置

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

短辺方向

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

長辺方向 部位他

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

層

ピ
ッ
ト
上
ス
ラ
ブ

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３ ２００

１５０

１５０

床リスト表

Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－＠２００

ダブル配筋

厨房床スラブ

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

上端筋

下端筋

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

上端筋

下端筋

ＤＳ１

ＤＳ２

構
造
土
間
ス
ラ
ブ

１５０

１５０

Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－＠２００

ダブルチドリ配筋

ダブルチドリ配筋Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

厚 地業、他

ポリエチレンシート

断熱材２５

砕石１５０

ポリエチレンシート

断熱材２５

ダブル配筋

Ｄ１
シングル配筋

１８０

上端筋

下端筋 Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００Ｄ１３－＠２００
ＦＳ１ ２５０

ダブル配筋

ダブル配筋 捨てコンｔ５０

砕石ｔ１００

砕石ｔ１５０

砕石ｔ１５０

底

版

外
部
土
間
床

１５０
捨てコンｔ５０

砕石ｔ１００

シングル配筋

Ｄ１３－＠２００Ｄ１３－＠２００－－

－－ＦＳ２

基礎柱～地中梁配筋納まり　　　Ｓ＝１／２０

ＥＭ３５０－４－３０ＥＢ３５０－４－３０

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

ＥＶ．ＤＷピット底版

一般配管ピット底版

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００Ｄ１３－＠２００

符　号

位　置

断　面

全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

地中梁リスト　　　　Ｓ＝１／３０　　

上　筋

下　筋

肋　筋

備　考

６　－　Ｄ２５

６　－　Ｄ２５

２－Ｄ１３　＠２００

４　－　Ｄ２５

４　－　Ｄ

２－Ｄ１３　＠２００

４　－　Ｄ２５

４　－　Ｄ２５

２－Ｄ１３　＠２００

５　－　Ｄ２５

５　－　Ｄ２５

２－Ｄ１３　＠２００

４　－　Ｄ２５

４　－　Ｄ２５

２－Ｄ１３　＠２００

６　－　Ｄ２５

６　－　Ｄ２５

２－Ｄ１３　＠２００

６　－　Ｄ２５

８　－　Ｄ２５

２－Ｄ１３　＠２００

６　－　Ｄ２２

６　－　Ｄ２２

２－Ｄ１３　＠

６　－　Ｄ２２

４　－　Ｄ２２

２－Ｄ１３　＠

４　－　Ｄ２２

４　－　Ｄ２２

－Ｄ 　＠

３　－　Ｄ２２

３　－　Ｄ２２

２－Ｄ１０　＠

２５

１ ２ ３ ４ １１ １２ １３ １ ２ ３ ４

２ １３２００ ２００ ２００ ２００

梁増打ち要領

梁上～床 梁下～ピット底版

基礎柱天端増打ち要領

アルミパネル袖壁下基礎柱増打ち要領

梁貫通孔補強

貫通孔径

８０φ

１００φ

１２５φ

１５０φ

１７５φ

１６

２４

３５

２２

２７

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

箇所数

帯　筋

柱頭帯筋　２－□－Ｄ１３

備　考

柱頭帯筋　２－□－Ｄ１３ 柱頭帯筋　２－□－Ｄ１３

　＠□－Ｄ１３ １５０　＠□－Ｄ１３ 　＠□－Ｄ１３１５０

柱頭帯筋　２－□－Ｄ１３

　＠□－Ｄ１３ １５０１５０

Ｘ１０通　列柱 階段基礎

４隅フック有りフック無し

４隅フック有り

ＦＣＡ：

ＦＣＣ：

図面名称

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

地中梁、基礎柱リスト
床リスト、配筋図

縮尺

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－０２６

Ａ１：１／３０，Ａ３：１／６０

Ａ１：１／２０，Ａ３：１／４０

６００
６
０
０

７００

７
０
０

７５０

７
５
０

７５０

７
５
０

Ｄ２５

Ｄ１３

Ｄ２２

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ２５

５００

５
０
０

７５０

７
５
０

５０ ５０

Ｄ２５

５０
５０

４
５
０

４５０

Ｄ１３

Ｄ２２

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ２５

５
５
０

５５０

７
５
０

７５０

５０ ５０

４５０

５０
５０

４
５
０

７５
０

７５
０

４５０

１
，
０
０
０

４５０

１
，
０
０
０

４００ ４００

１
，
７
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
７
０
０

１
，
７
０
０

４００
４００

４００ ３５０

６
０
０

６
０
０

７
０
０

８
０
０

３
５
０

４５０ ４５０ ４５０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

３
５
０

１ＦＬ

５０
１０

０

５０
１０

０

５０
１０

０

５０
１０

０

５０
１０

０

５０
１０

０

５０
１０

０

５０

５０

５０

１０
０ １０

０ １０
０

Ｈ ３
５
０

Ｂ

Ｈ ３
５
０

Ｂ

１ＦＬ １ＦＬ

４００＜Ｂ≦５００ Ｂ≦４００

２００＜Ｈ≦３５０ ２００＜Ｈ≦３５０

１ＦＬ

１
，
９
０
０

１
５
０

５
０

１
０
０

４００ （３５０）

３
５
０

６
０
０

～
８
０
０

５１０

４
５
０

Ｙ７

Ｘ９

１ＦＬ

３
５
０

Ｌ
２

Ｂ Ｂ Ｂ ＢＦＧ ＦＧ ＦＧ ＦＧ ＦＧ ＦＧＦＧ

ＦＳ２

Ｂ

ＦＧ１１

ＦＣ４

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１

Ｆ
Ｇ
１１

４－Ｄ１６
補強主筋 補強主筋

３－Ｄ１６

補強肋筋
肋筋と同径・胴間隔

３－Ｄ１６

Ｄ１３－＠２００
ダブル

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ１６－＠２００

補強主筋
Ｄ１６－＠２００

補強帯筋
Ｄ１３－＠２００

基礎柱横増打ち

下端＝基礎柱天端＝
上端＝フーチング上端＝

１ＦＬ－３５０
１ＦＬ－１５５０

貫通孔補強は既製品による。

貫通孔補強計算書を提出し監督員の承認を得る。

既製品は下記及び下記と同等品による。

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）
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３
０
０

２
０
０

一般梁天

テラス部梁天

陸屋根排水溝部デッキコン天端

１
３
０

１
，
３
５
０

Ｙ３

２，２００

Ｒ１ＦＬ

１
，
３
５
０

１２０

１２０

３０３０

４０６０

Ｙ３

１
７
０

１
３０

２ＦＬ

３
７
０

５
０
０

１
３
０

２ＦＬ

４
５
０

４
，
００

０

一般梁天

１
３
０

Ｒ１ＦＬ

１
３
０

一般梁天

陸屋根排水溝部デッキコン天端

１５０１５０

１
，
３
５
０

１２０

Ｙ３

３
０
０１
７
０

１
３
０

ルーバー基礎、位置、寸法は

４４０ｘ４４０

５
０
０

１５０ ９６０ １５０

一般梁天

３
０
０ １
７
０

１
３
０

２ＦＬ

一般梁天

２ＦＬ

１
５
０

５
０
０

＊

＊

１
３
０

Ｒ１ＦＬ

一般梁天

陸屋根排水溝部デッキコン天端

４５０ｘ４５０

Ｒ１ＦＬ

１
３
０

一般梁天

４
，
０
０
０

１
０
０１ＦＬ

３
５
０

インターロッキング敷

配筋標準図（３）

８（５）より

２
０
０

５
０

１
０
０

３
５
０

１ＦＬ

３００

３，５２０

Ｘ９

１ＦＬ

ＦＧ天

１
５
０

１
，
９
０
０

６０
０ ８
０
０

２
，
１
５
０

１
，
７
０
０

１
０
０

８０ ７０５０

５
０

１
０
０

柱芯

２００ ３５０ ２００

２４５

地盤改良

３
５
０

１ＦＬ

ＦＧ天

３
０
０

４
５
０

１
５
０

１
０
０

４５０

１
５
０

１
５
０

１
，
９
０
０８

０
０

３
５
０

７
５
０

２
，
０
５
０

４５０

１３０ ３２０

２４５

２４５

１
５
０

１
５
０

１５０

５０

３
５
０

１ＦＬ

ＦＧ天

３
０
０

７５０

７
５
０

５
５
０

１７５１７５

２００ ３５０

ＥＢ３５０－４－３０

５５０

２４５

１
０
０ １ＦＬ

ＧＬ１
０
０

５
０

１
０
０

６
０
０

２００

１
５
０

１
８０

１，
２０

０

ＦＢ－９ｘ２００

ＦＢ－６ｘ１００　＠１０００以下

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ
１
０
－
＠
１
５
０

Ｄ
１
０
－
＠
１
５
０

Ｄ１３

手摺

木目調樹脂デッキｔ＝２５

専用鋼製床組

Ｄ１０－＠２００
デッキコン配筋

手摺縦筋定着　４０Ｄ

Ｄ１０－＠２００
デッキコン配筋Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ１３

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｈ
－
１
０
０
ｘ
１
０
０
ｘ
６
ｘ
８

デッキコン配筋

Ｄ１０－＠１５０ ダブル

Ｄ１０－＠２００

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１０－＠１５０
Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１０－＠２００デッキコン配筋

Ｄ１３－＠１５０
Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ１６　ｘ４

４－Ｄ１６
補強主筋

Ｄ１３－＠１５０
ダブル

４－Ｄ１６

Ｄ１３－＠２００

水勾配増打ち

補強主筋

補強肋筋
肋筋と同径・胴間隔

水勾配増打ち

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

２
－
Ｄ
１
３

２
－
Ｄ
１
３

２
－
Ｄ
１
３

２
－
Ｄ
１
３

２－Ｄ１３
２－Ｄ１３

２－Ｄ１３
２－Ｄ１３

２
－

Ｄ
１
３

２
－
Ｄ

１
３

タテヨコ：２ｘ２ｘ４＝１６－Ｄ１３
　ナナメ：２ｘ４＝８－Ｄ１３

３－Ｄ１６

Ｄ１３－＠２００
ダブル

４－Ｄ１６

２－Ｄ１３

補強主筋

肋筋と同径・胴間隔

Ｄ１０－＠２００ ダブル

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

Ｇ
５
８

Ｂ
４
０

Ｂ
４
０

Ｇ
６
０ Ｂ
２
０

Ｂ
２
０

Ｇ
５
８

Ｂ２０＊

Ｂ
２
０＊

Ｂ
２
０＊

ａ

ＤＳ１

ＦＧ１２

ＤＳ１ Ｓ３

Ｘ１０

ＦＳ２

ＦＳ２

Ｓ１

Ｓ１ ＤＳ１

Ｂ１

ＤＳ

Ｂ２

Ｄ１

ＦＧ

水勾配用増打ち１／１００

水勾配用増打ち１／１００

押
出

成
型
セ

メ
ン
ト

版

デ
ラ

ク
リ

ー
ト

ボ
ー

ド
デ
ラ

ク
リ
ー

ト
ボ

ー
ド

水勾配用増打ち
１／１００

押
出

成
型

セ
メ

ン
ト

版

１／１００

水勾配用増打ち

１／１００

水勾配用増打ち

１／１００水勾配用増打ち

サッシ芯

アンカーボルト保護コン

柱芯メース芯
胴縁芯

柱芯メース芯
胴縁芯

アンカーボルト保護コン

柱芯メース芯
胴縁芯

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

配筋図

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－

Ａ１：１／３０，Ａ３：１／６０

０２７

Ｒ１Ｆ、パラペット・幕板

２Ｆテラス、幕板・手摺受け

トップライト

手摺支柱のＲＣ立ち上がりへのアンカー位置は

構造設計者と協議の上決定する。

片持ち先端立ち上がり

太陽光パネル架台用基礎

２Ｆ室外機置場ルーバー基礎２Ｆ室外機置場ハト小屋

設備用基礎、立ち上がり Ｂ２０、ａ ：Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８＊ は設備用基礎、立ち上がり受け用部材とする。

設備用基礎、立ち上がりの最終決定位置、寸法を構造設計者に確認する。

厨房排水溝出入り口部

点検口開口補強 定着長＝Ｌ２（３０ｄ）

ピット外周部

ピット廻り

基礎柱外面
＊ 基礎柱外面

＊

配筋図　　　　Ｓ＝１／３０　　

外部土間配筋

ピット無し周部 ピット底版、釜場

＊ 地中梁寄りを調整する場合は

基礎柱・地中梁の主筋納まりを検討する。

建物内ピット有り～無し部

ストリンガー

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹
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１９７５
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鉄骨部材リスト

第
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

222107

（長野）

号 湯本桂司

第 号

検査者

担当

担当

湯本桂司

工事名

図面名称

縮尺

Job No.

77312M

24078

Copyright (C)株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

A1:1/30,A3:1/60

1C2 □-350x350x16

1C1 □-350x350x16

2C1 □-350x350x16

1C5 □-350x350x16

1C4 □-350x350x16

1C3 □-350x350x16

2C3 □-350x350x16

2C4 □-350x350x12

1CC

1CB

1CA

1C6 □-350x350x12

□-350x350x122C6

2CA

2CB

2CC

符　号 部　　材 材　質

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

BCR295

細長比 備　　　考

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

λ＝

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

柱脚：ハイベースＮＥＯ

EB350-8-30

EB350-8-30

EB350-8-30

EB350-8-30

EB350-8-30

EB350-8-30

EM350-8-30

EM350-8-30

EM300-4-30

〇-355.6x16

〇-318.5x12.7

〇-355.6x16

〇-355.6x16

〇-318.5x12.7

〇-355.6x16

符　号 部　　材 材　質

G58

G60

H-588x300x12x20

H-600x200x11x17 SN400B

SN400B

G45

G440

G40

H-450x200x9x14

H-440x300x11x18

H-400x200x8x13

SN400B

SN400B

SN400B

H-400x200x8x13 SN400B

H-600x200x11x17 SN400BG60P

G40P 剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

ピン継手は           　とする。

ピン継手は           　とする。

CG58

CG60

H-588x300x12x20

H-600x200x11x17

SN400B

SN400B

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

剛継手は大梁継手詳細リストによる。

特記なきＧＰＬ材質は母材と同じとする。

特記無きボルトはＨＴＢ（Ｓ１０Ｔ）とする。主柱部材リスト
特記無きボルトはＨＴＢ（Ｓ１０Ｔ）とする。

特記なきＧＰＬ材質は母材と同じとする。
大梁部材リスト

GPL-12 1x5-M22 @80

GPL-9 1x4-M20 @80

STK490

STK490

STK490

STK490

STK490

STK490

特記なきＧＰＬ材質は母材と同じとする。

特記無きボルトはＨＴＢ（Ｓ１０Ｔ）とする。
大梁継手詳細リスト

WEB

FLG

G58・CG58

WEB

FLG

2 SPL-9x440x170(SN400B)

4 SPL-16x110x440(SN400B)

2 SPL-12x300x440(SN400B)

H-588x300x12x20(SN400B)

14-M22

32-M22

20-M22

40-M22

WEB 2 SPL-9x440x170

FLG

4 SPL-12x80x410(SN400B)

2 SPL-12x200x410(SN400B)

14-M22

24-M22

H-600x200x11x17(SN400B)

G45

FLG

4 SPL-12x80x410(SN400B)

2 SPL-12x200x410(SN400B)

H-450x200x9x14(SN400B)

24-M20

WEB 2 SPL-9x320x170(SN400B) 10-M20

G440

WEB

FLG

2 SPL-9x320x170(SN400B)

4 SPL-12x110x440(SN400B)

2 SPL-12x300x440(SN400B)

WEB

FLG

2 SPL-9x260x170(SN400B)

4 SPL-9x80x410(SN400B)

2 SPL-9x200x410(SN400B)

H-400x200x8x13(SN400B)

　8-M20

24-M20

10-M22

32-M22

H-440x300x11x18(SN400B)

H-300x150x6.5x9

FLG 2 SPL-9x150x290

4 SPL-9x60x290

WEB 2 SPL-6x200x170

CBCA・CC

▽ベ－スプレ－ト下端

△基礎天端

▽ベ－スプレ－ト下端

△基礎天端

▽ベ－スプレ－ト下端

△基礎天端

本柱柱脚詳細リスト

C1・C2・C3・C4・C5・C6

1FL-3501FL-3501FL-350

1FL
GL

1FL
GL

1FL
GL

▽コンクリ－トスラブ天端

4-M30
アンカーボルトアンカーボルト

8-M30
アンカーボルト

8-M30
▽コンクリ－トスラブ天端 ▽コンクリ－トスラブ天端 1FL

GL

アンカーボルト

1FL-350

4-M24

CD

G40・G40P・CG40

角型鋼管　柱仕口共通事項

ダイア厚要領 内ダイア取合要領

内ダイアフラムに取り合う梁は、

柱のＲ部分を避けること。

継手長さの変更は原則行わないものとする。やむを得ず変更する場合は監督員の承認を得るものとし、継手位置を梁中央側に移動するものを原則とする。

運搬困難で長さ１２mを越える柱部材を切断する場合の切断位置は２階梁天端から１０００とし、接合方法は現場打合せの上決定する。

柱芯＝梁芯

・勾配の梁フランジがこぼれない板厚とする。

・取り合う梁フランジ厚２サイズＵＰ以上とする。

2　内ダイアＰＬ（ＳＮ４９０Ｂ）

・取り合う梁フランジの板厚以上とする。

・柱コラムのＲ部分には梁を取り付けないものとする。

柱

梁 梁

柱

柱

梁 梁

柱

10

3

柱

梁
R

通しダイア

3
m
m
以
上

3
m
m
以
上

通しダイア

3
m
m
以
上

通しダイア

3
m
m
以
上

1　通しダイアＰＬ（ＳＮ４９０Ｃ・ＴＭＣＰ３２５Ｃ）

ブラケット（フランジ）の柱への突合せ溶接はノンスカラップとする。

柱脚：ハイベースＮＥＯ EM250-4-24STK400〇-267.4x91CD

CG40 H-400x200x8x13 SN400B 剛継手は大梁継手詳細リストによる。

H-400x200x8x13 SN400BCB40

剛継手は大梁継手詳細リストによる。H-300x150x6.5x9CB30

H-600x200x11x17 SN400BCB60

CG20

CG150

H-200x100x5.5x8

H-150x150x7x10

SS400

SS400

SS400

CB30

G60・G60P・CG60

16-M16

 6-M16

HTB(F10T)HTB(F10T) HTB(F10T)

HTB(F10T) HTB(F10T)HTB(F10T)

HTB(F10T)

部     材符　号 材　質 　GPL n1ｘn2 ボルト径 p1xp2 備　　　　　考

SS400

H-148x100x6x9 SS400P14

P15 H-150x150x7x10

間柱部材リスト

PL-9 2x1 M20 60x--

PL-9 2x1 M20 60x--

n
1

n2 特記なきボルト間隔は６０ｍｍとする。
ガセットＰＬの材質は母材と同じとする。

特記無きボルトはＨＴＢ（Ｓ１０Ｔ）とする。

特記なきＧＰＬ材質は母材と同じとする。

横補剛有効になる小梁の接合

符　号 部　　材 材　質 　GPL n1ｘn2 ボルト径 p1xp2 備　　　　　考

B35 H-350x175x7x11

B50 H-500x200x10x16

B45 H-450x200x9x14

B40 H-400x200x8x13

B30

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

特記無きボルトはＨＴＢ（Ｓ１０Ｔ）とする。

特記なきＧＰＬ材質は母材と同じとする。
小梁部材リスト

--x80PL-12 M22

M22 --x80

1x4

PL-12 1x4

--x801x4

--x80M20PL-9 1x3

PL-9

PL-9

M20

M201x4 --x60

B25 SS400 --x80M20PL-9 1x2

B20 SS400 --x801x2 M16PL-6

M20PL-9 2x2 60x80

M20 60x802x3PL-12

M16PL-6 2x2 60x80

一般接合

一般接合

一般接合

横補剛有効になる小梁の接合(位置は梁伏図　　印 )

横補剛有効になる小梁の接合(位置は梁伏図　　印 )

H-250x125x6x9

H-300x150x6.5x9

H-200x100x5.5x8

V1 SS400

WB19 H-194x150x6x9 SS400 --x801x2 M16PL-6

PL-9

PL-9 1x2 --x60

2x2 60x60

M20

M20

一般接合

横補剛有効になる小梁の接合(位置は梁伏図　　印 )

[-150x75x6.5x10

PL-9 2x1 M20 60x--SS400B150

横補剛有効になる小梁の接合(位置は梁伏図　　印 )

SS400H-148x100x6x9WB14 M16PL-6 2x1 60x--

H-200x100x5.5x8 SS400 --x801x2 M16PL-6a

SS400 PL-6 2x1 60x--WB15

H-150x150x7x10

H-150x150x7x10 M20

特記なきボルト間隔は６０ｍｍとする。
ガセットＰＬの材質は母材と同じとする。

特記なきはしあきは４０ｍｍとする。

Ｌが確保できない場合は下フランジカットとする。

(L<140)

n
2

n1

符　号 部     材 備　　考

SNR400B

材　質

Ｍ２０（Ｔ・Ｂ付き）

特記無きボルトはＨＴＢ（Ｓ１０Ｔ）とする。

ＰＬ－９　ＨＴＢ １－Ｍ２０屋根ブレース

特記なきＧＰＬ材質は母材と同じとする。
その他部材リスト

SNR400BＭ２０（Ｔ・Ｂ付き） ＰＬ－９　ＨＴＢ １－Ｍ２０軸ブレース

SS400

SS400

段板・蹴上板　ＰＬ-４．５

SS400

SS400

踊り場根太　Ｌ－６５ｘ６５ｘ６ @４５０段板・蹴上板　ＰＬ-４．５

ササラ　ＰＬ－１６ｘ３５０

STKR400□-100x100x3.2

C-100x50x20x2.3 @606程度 SSC400

C-100x50x20x2.3 @606程度 SSC400

ＰＬ－１２　　ＨＴＢ ２－Ｍ２０

ＰＬ－６　 中ボルト２－Ｍ１２

２ＰＬ－６　 中ボルト２－Ｍ１２

胴縁他

母屋

（一般部）

ササラ　ＰＬ－１６ｘ３３０ ＰＬ－１６　　ＨＴＢ ２－Ｍ２０

C-100x50x20x2.3 @455 SSC400

SSC400C-100x50x20x2.3　@600

取合い方法は現場打合せの上決定する。

ＰＬ－６　 中ボルト２－Ｍ１２パラペット胴縁

ブドウ棚根太

アルフィン庇

SS400方杖 L-65x65x6 ＰＬ－６　　ＨＴＢ ２－Ｍ１６

[-150x75x6.5x10 SS400

踊り場根太　Ｃ－６０x３０x１０x２．３

ＥＶ廻り部材は意匠図（ＥＶ図による）　取合い方法は現場打合せの上決定する。ＥＶ工事

ＤＷ工事 ＤＷ廻り部材は意匠図（ＤＷ図による）　取合い方法は現場打合せの上決定する。

立柱・機械台受け・揚重ビームＨ－１００x１００x６x８　中間ビーム・枠取付鋼材Ｃ－１００x５０x２０x３．２

押出成形セメント板開口補強

押出成形セメント板受け下地

部材は軸組図による。 開口補強材の位置及び取合い方法は現場打合せの上決定する。

ＰＬ－４．５　 中ボルト２－Ｍ１２

ＰＬ－４．５　 中ボルト２－Ｍ１２

内部階段

外部階段

（絵本コーナー）

（避難階段）

A.BOLT 8-M30 L=800

ハイベースＮＥＯ EB350-8-30

□-350x350x16

A.BOLT 4-M30 L=580

ハイベースＮＥＯ EM300-4-30

〇-318.5x12.7

A.BOLT 8-M30 L=800

ハイベースＮＥＯ EM350-8-30

〇-355.6x16

ハイベースＮＥＯ

〇-267.4x9

EM250-4-24

A.BOLT 4-M24 L=550

B25 B20

B30

V1

押出成形セメント板の定規アングルの取付け材は現場打合せの上決定する。

柱脚は下記による

BPL-9x200x200 (SS400)

ABT 2-M20 L=400 (SS400) DN

Ｐ１５柱脚

スタッドジベル取付要領は別図による。

スタッドジベルなし

スタッドジベルなし

ヨコ使い

ヨコ使い

ヨコ使い

設計者

一級建築士登録 第 号

構造設計一級建築士登録 号1975

222108

第

小林好樹

一級建築士登録 第 号

構造設計一級建築士登録 号第
204011

4602

白鳥太一

39.2

33.0

43.4

35.1

62.3

51.1

39.7

30.5

28.0

53.5

28.2

52.5

29.2

29.2

34.4

29.0

S- 028

H-588x300x12x20 SN490BG58A

CG58A H-588x300x12x20 SN490B

▽ベ－スプレ－ト下端

△基礎天端

▽コンクリ－トスラブ天端

2 SPL-9x440x290(SN490B)

4 SPL-16x110x530(SN490B)

2 SPL-12x300x530(SN490B)

G58A・CG58A H-588x300x12x20(SN490B)

メッキ塗装範囲のボルトはメッキＨＴＢ（Ｆ８Ｔ）とする。

G
4
0
P

G
6
0

G
5
8

G
　

　

B
　

　

メッキ塗装範囲のボルトはメッキＨＴＢ（Ｆ８Ｔ）とする。

メッキ塗装範囲のボルトはメッキＨＴＢ（Ｆ８Ｔ）とする。

発行日

建築主体工事

2025.09.30

岡谷市川岸学園整備 第３期

（幼保連携型認定こども園建設）
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昇降口ポーチ柱・梁RC部の再塗装：既存RC打ち放し面下地処理の上、外装材薄塗材E

※TL（トップライト）立上り部塗装改修：既存吹付タイル面下地処理の上、外装薄塗材E再塗装とする
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２階改修平面図

A1:1/250,A3:1/500

後期校舎（西部中学校）２階平面図（改修後） S=1/250後期校舎（西部中学校）２階平面図（改修前） S=1/250

（改修前・改修後）

K

後期校舎（西部中学校）昇降口ポーチRC部（改修前）

1階天井伏図　S=1/150

梁リスト　S=1/40

断面詳細図(参考)　S=1/50

屋根伏図　S=1/150

※吹付タイル、FBはアスベストみなし建材とする

最終図
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平面詳細図

A1:1/50,A3:1/100

K

（改修前）

【給食室】

±0 FLからの高さを示す

※スラブの撤去範囲は「AK-025_1階床伏図（改修前）」による

凡

例

壁凡例

W撤-RC12 撤去壁：鉄筋コンクリート壁120厚を示す
撤去範囲を示す

撤去範囲内の撤去しない部分を示す
※外壁仕上げは現況のままとする

※内壁仕上げは撤去とする

W撤-RC15

W撤-CB

撤去壁：鉄筋コンクリート壁150厚を示す

撤去壁：コンクリートブロック壁を示す

※特記なき限り壁はW撤-RC12とする
※仕上げは改修仕上表による

詳 撤去：詳細は雑詳細図、又は展開図に記載あり

X

X
撤去建具を示す
※撤去建具の枠及び、腰壁・垂壁共撤去とする

最終図

2026.03.31
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平面詳細図

A1:1/50,A3:1/100

（改修後）

K

【給食室】

備品別途等を示す凡

例

CG コーナーガード：改修仕上表による

【 E：　】

【 M：　】

電気設備工事（別途工事）を示す

機械設備工事（別途工事）を示す

【 B：　】

±0 FLからの高さを示す

アスファルト舗装壁凡例

W-補

W-断

W-現 外壁仕上げ現況のまま

外壁仕上げ補修：RC打放し面下地補修の上、外装薄塗材E

内壁断熱改修：現況仕上げの上、硬質ウレタンフォーム【A種1】t=35吹付

+LGS65下地+GB-R12.5+9.5 EP

※特記なき限り仕上げレベルは1FL-30とする

最終図

2026.03.31



※特記なき限り天井下地は軽量鉄骨下地とする

庇・外壁：一部撤去（梁下端まで）

給食エリア　撤去範囲を示す
※撤去：天井裏断熱材（　　20スタイロフォーム打込）：ケレン処理の上、ァ 　天井部：モルタル補修

柱・梁・壁部：外装材薄塗材E 補修

※柱・梁・壁の断熱範囲はピロティ部を含む直接外気に接する部分を対象とする
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K

（改修前）

【給食室】
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